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チャバネゴキブリに対するサリドマイドの影響

ThalidomideasaGrowthModifierintheGer･

manCockroach.W.G.Waldron,R.E.Smithetal.

I.Eton.Entomot,59.1006(1966).

サ1)ドマイド〔N-(2,6-dioxo-3-piperidyl)phthal･

imide〕が哨乳動物に先天的布形を起こし, ある柾の

原山で成艮阻EIul･を起こすことが知られている.そこで

チャバネゴキブリに対する効果を調べた.幼虫に0.1,

正 誤

録

1.0,5.0,10.0,25%兆剤を含む飼料を与え,6カ月

6tLr代観察したが成長光姫にほとんど効果を認めなか

った.非剤処理によってフンが白色化 大型化する邪

が認められ,処世丑と相関がある.25%処斑のフンは

紫外線吸収分析により75%のサリドマイドまたは籾紬

物質を含んでいた.フン巾の紫外線吸収物Tiが未変化

で排出されたサリドマイドと仮定しているが.化学的

な同定は行なっていない.(桑原保正)

義

怨 jj･頁 訳 正

31(3)134 Fig.2. O CHsO o CH30ll ll ll I ll
(CH80)皇-p-S-CH2CH2SCH-C-NHCH3 (CHsO)2-p-S-CH2CH2SCH-C-NHCH3
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